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The study on the book “Meika-gafu So-mei-syu” compiled by Daikakuan Kaio 
with lots of haiku and botanical illustration
金　子　明　代
KANEKO Akiyo
The book “Meika-gafu So-mei-syu” is a haiku book published in Nagoya in the late Edo 
period. That was compiled and published by Daikakuan Kaio, whose profession was to evaluate 
haiku. That contained haiku and illustrations about the seasonal flowers. The painters who drew 
the illustrations represented many kinds of flowers beautifully and characteristically. In this 
paper, I aim to clarify how they had been involved with Kaio.
　江戸時代後期に名古屋で出版された『艸名集』は、古今の諸家の俳諧と草花の挿画を載せた多色
刷りの挿絵入俳書である。四周単辺無界の匡郭の中に句題となる草花にちなむ複数の句とその作者
の名、四季の草花を大きく配す。画面の縦横に葉や蔓、花びらを咲き伸ばす草花の図と、その周り
に連なる句との共演が美しい。秋之部、夏之部、春冬之部の各一冊、全三巻からなる。
　内題や柱題はなく、柱には秋、夏、春冬の巻名の頭文字である「ア」「ナ」「ハ」「フ」の表記と丁
数のみを記す。『国書総目録』の統一書名は『艸名集』で、角書に「名家画譜」とあり、『草の名集』
の別書名があるとする 1。国文学研究資料館の新日本古典籍総合データベースだけでも 20 件のコレ
クションがヒットするほか、大学などの研究機関や全国の図書館に複数の現存本が登録されている 2。
さらに、個人蔵となっているものもある。それぞれの登録書名は、題簽や刊記などから採られている。
その成立は文政 5（1822）年から同 10（1827）年とされ、その 30 年ほど後の安政 4（1857）年
の奥付を持つ後刷本も確認されている。
　撰者の竹内塊翁（1764 〜 1829）は、尾張知多郡の生まれで、初号を竹有、別号を大鶴庵とし、
加藤暁台（1732 〜 1792）が没した後、井上士朗（1742 〜 1812）に俳諧を学び、名古屋市桑名
町で点業に従事した俳人である 3。序文の中で「大鶴うし」や「大鶴庵のあるし」の呼称で登場する。
秋之部の序文は大蘇（？〜 1822）、夏之部は邀明室五道（？〜？）、春冬之部は松林鳳臺（？〜？）
が担当している。それぞれ秋や夏、春冬の草花の名を織り交ぜながら『艸名集』が編まれたことを
寿ぐ内容を贈っている 4。
　各句に「芭蕉」や「暁台」、「士朗」など詠み手の名が付されているのに対し、草花の図には人物
を特定する署名や落款がない。複数の手が想像される図の筆者については、梅逸や月樵、墨僊ら名
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古屋周辺で活躍した複数の画師らの名を具体的に提示する言及と、筑前秋月藩の御用画師斎藤秋圃
（1768 〜 1859）の関与を指摘する言及の 2 種類がある。前者では画師らの名を断定的に記載する
ものの、典拠となった板本の情報が明記されていない 5。また、後者は、斎藤秋圃の画業を理解する
ための作品探索から考察が進められており、『艸名集』に計 8 句を採首されている「秋甫」なる人物
の解釈が問題となる 6。一方で、これらの筆者は図の様式的な検討から言及されたものではなく、図
との関係は曖昧なままに放置されてきたといえる。
　拙稿では、複数の後刷本を持つ『艸名集』の出版の経緯を改めて整理し、初刷に近い板に含まれる「目
録」及び「筆者目録」（以下、「筆者目録」）を頼りに一部の図の筆者の検討を行う。それにより、文
政期の尾張の画壇が俳壇とどのように交わり創作を行っていたのか、その一端を『艸名集』より明
らかにすることを目指す。
２．出版経緯と「筆者目録」について
　『艸名集』には複数の後刷本が存在する。「筆者目録」について確認するため、出版の経緯につい
て整理する。『艸名集』を撰すに至った経緯や『艸名集』という書名の由来は特に秋之部の大蘇の序
に詳しい。「漢詩や和歌にも歌われず木の陰などで一生を終える草やそうでありながらも実をこぼし
根を地中に残して翌年の秋にも色や香りを周囲に伝える草が俳諧の機縁にならないか」と、塊翁が
四季の草花にちなむ古今の俳諧を集めて編纂したのが『艸名集』であり、大蘇が塊翁に請い「草の
名集」という書名を名付けたことを明かしている 7。その『艸名集』の奥付などの内容は、大きく 3
つに分類される 8。「大鶴菴藏」の記載を持つ菱屋久兵衛を板元とするものと、美濃屋文次郎を「賣
捌処」とするもの、美濃屋伊六を板元とするものの 3 つである。
　国立国会図書館が所蔵する『艸名集』のうち「名古屋本町九丁目菱屋久兵衛」を板元とする三冊（以
下、国会本）の秋之部刊記には「目録（略）／文政五稔壬午秋刻成／大鶴菴藏／艸之名集秋之部終」
（「／」は加筆。改行を示す。以下、略。）、夏之部序には「文政六のとし　未新春」、刊記には「筆者
目録（略）／癸未夏　大寉菴塊翁撰」、春冬之部刊記には「目録（略）／文政十丁亥刻成／大鶴菴藏
／艸之名集春冬之部　終／（略）」とあり、三巻が文政 5（1822）年、同 6（1823）年、同 10（1827）
年と時間をあけて刊行されたこと、その全巻が塊翁自身を板木の所有者とした私家版であったこと、
さらに各巻に担当図とその筆者に関する記載があったことが確認される【図１、２】。
　この国会本秋之部の刊記と符合する内容を持ちかつ『艸名集』の成立に最も近い刊記と推測され
るのが、漆山又四郎氏の『絵本年表　三』が紹介する『艸名集』秋之部である 9。同書の文政 5 年の
条にみる「名家画譜艸名集秋之部」の項目には「俳句草花　半紙本彩色入　一冊／玉琴・孔南・玉鳳・菊泉・
大鶴・女子冝公／大路・松臺・弓影・翠岳・秋圃・玉僊／墨僊・月樵　序大蘇／文政五稔壬秋刻成
　大鶴菴藏／〇　巻末廣告ニ艸名集春之部夏之部冬之部近刻トアリ／尾張　名古屋　書林　菱屋久兵衛」
とあり、文政 6（1823）年の序を持つ夏之部が発行される前に刊行された秋之部の奥付などを書きとっ
たものと分かる。国会本は、巻末広告「尾張書肆玉山房製本目録」に夏之部や春冬之部の予告は含まず、
また発行書林に「東都日本橋中通　六左衛門」の名もあり、漆山氏が採取した板本の後刷本と思わ
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れる。他に菱屋久兵衛を板元とする大鶴菴藏版である東京国立博物館所蔵本三冊の序及び奥付の一
部を小林法子氏が紹介するほか 10、東京大学洒竹文庫やカリフォルニア大学ロサンゼルス校日本古
典籍目録が所蔵するものが菱屋久兵衛を板元とすることが確認される 11。
　この後、美濃屋文次郎と美濃屋伊六の名を記載した奥付を持つ『艸名集』が刊行される。この奥
付には、刊行年や菱屋久兵衛の名、大鶴菴藏、「筆者目録」などの情報はないようである。「各邦書
籍賣捌処／名古屋本町六丁目／美濃屋伊六／同十一丁目／美濃屋文次郎」とのみあり、ともに名古
屋本町に軒を並べる本屋から販売されたことが記されている。江戸時代後期の奥付には、売りさば
きだけを担当した本屋の一覧が記載されることがあったといい、この記載もその類の可能性がある12。
春冬之部が発行された文政 10（1827）年以降に刷られた後刷本となる。
　さらに安政 4（1857）年の新たな奥付を持つ板本の出版が美濃屋伊六を板元として行われた 13。
奥付には「諸名家發句画帖／艸名集春冬之部全一冊／仝夏之部全一冊／仝秋之部全一冊／安政四年
丁己三月／尾陽書林／名古屋本町三丁目／菱屋藤兵衛／同京町通小牧町／美濃屋伊六」とあり、春冬
之部、夏之部、秋之部と四季の巡りに合わせて巻号を入れ替え三巻同時発売としたことが確認される。
この奥付を持つ板本の中にも美濃屋伊六の住所を「同」の一字のみとするものがあり 14、複数の後
刷本が作成されたと推測される。
　このうち、早稲田大学附属図書館所蔵の複数の『艸名集』のうち〔中〕島氏図書の印記を持つ雲
英末雄氏旧蔵の三冊（以下、早稲田大学本）夏之部には「筆者目録」が加えられている 15。菱屋久
兵衛を板元とした大鶴菴藏版の「筆者目録」と同じ板であり、美濃屋文次郎を「賣捌処」とした板
本には含まれていなかったものである。少なくとも夏之部の「筆者目録」の板木はこの後刷本の刷
りの時点まで残っていたものと思われる。また岸雅裕氏は、明治 5（1872）年に中央官庁が改正発
布した出版条例に関連して名古屋縣が調査した報告書と推測される同年 2 月の『名古屋縣菅内板箇
所取調書』の写本に名古屋縣管内の書林の蔵板書計 525 種が掲載されており、そのうち「小牧町書
林／美濃屋伊六藏板」の中に「草名集　著述者不詳／同　三本」とあることを紹介しており、少な
くとも明治 5（1872）年の時点まで『艸名集』三冊の板木を美濃屋伊六が所有していたことが確認
される 16。
　成立当初に近い大鶴菴藏版には、後刷本では曖昧になっていくいくつかの情報が含まれることが
確認される。このうち「筆者目録」の内容の真偽が図の筆者の解明において大きな問題となる。し
かしながら、例えば夏之部 41 丁ウの「オモタカ」の文字と「筆者目録」の「オモタカ」の「タカ」
の文字とは傾斜の角度や筆の払いや止めの長さなど筆跡の点で不審な点はないと思われ、以下この
情報を基に検討を行う。
３．絵師と図について
　『艸名集』には、秋之部に 98 図、夏之部に 78 図、春冬之部に 59 図の総計 235 種の草花が描か
れる 17。図は句題に対応して登場し、多数に上る図は多色刷や墨一色で表したもの、緻密に描き込
まれたもの、極めて単純化されたものまで様々あるが、前提条件としてそれぞれにそのものらしく
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そこに在るという命題を負っていたといえる。表は、句題として掲げられた草花の名称とその異名、
さらに大鶴菴藏版の各巻の「筆者目録」が明記するところの図を担当した筆者の名を記載したもの
である【表 1】。なお、「筆者目録」に記載された草花のうち一部に本文中の草花と同定できなかっ
たものがあり、その筆者は省いてある。
　これらによると、玉琴、孔南、玉鳳、菊泉、大鶴（大寉）、女子冝公、大路、松臺、弓影、翠岳、秋圃、
玉僊、墨僊（墨仙）、月樵、臥雪、梅逸、イセ東籬、芝石、雪潭、日光山下普記、葵園、秀眞、水谷氏、
黄花、仙果、墨樵、花溪、少年貞吉の計 28 名の名が筆者として挙がる。夏之部 41 丁ウのウキクサ
とオモタカの筆者が葵園と玉鳳とされるように【図２】、半丁の中で 2 名の筆者の図が混在したこと
を示唆する記述もあり、図の検討に注意が必要となる。注目すべきは、名古屋周辺で活躍していた
複数の絵師の名が流派を越えて登場することである。
　このうちの張月樵（1772 〜 1832）は、近江彦根職人町の出で京で呉春（1752 〜 1811）に学
んだ後の寛政年間（1789 〜 1801）中に名古屋へ移り、尾張藩の御用画師となった人物である 18。
秋之部の 2 図と夏之部の序書、春冬之部の 2 図を担当したと記載される。秋之部や春冬之部の「目録」
にはみられない「序書」とは、おそらく五道が寄せた序文を月樵が代筆したという意味で、大蘇や
鳳臺が自筆の序を寄せたことと区別される 19。序文の筆跡と月樵の筆跡との検討には名古屋市博物
館蔵月樵筆≪関羽張飛図≫などが参考になる可能性があるものの、情報が少なく、検証に至らなかっ
た。しかしながら、図の筆者を列記する中にあえて異なる情報を組み込んだのは、担当図は少ない
ながら秋之部と春冬之部の最後の丁に月樵図が登場すること、さらにそれらは一つの句題に複数の
句を掲載することが多い本書において一句一図で表されることとともに、月樵への特別な配慮であ
る可能性がある。
　春冬之部 30 丁ウの冬牡丹の図は、寛政 10（1798）年の序を持ち暮雨巷臥央が編じ月樵が画を担
当した俳書『続姑射文庫』第 4 巻 35 丁ウと 36 丁オの見開きの「白牡丹」の図と極めて似通っている【図
３，４】。輪郭のみで表した白い花弁と黒一色で示した蕊や葉の形態、白い筋で表した葉脈の表現は
同種の感覚を示しており、あたかも同一の牡丹が蕾から開花したものへと変じたかのようである。『続
姑射文庫』は、暁台を中心とした暮雨巷と称する一派が編じ東甫に画を描かせた明和 5（1768）年
刊行の『姑射文庫』の続編にあたる。『続姑射文庫』において月樵は一句に対し一図を添えており、
月樵が担当した『艸名集』の最終の仙人掌草と冬牡丹の丁はこの形式を強く引いていると思われる。
また、文化 14（1817）年に刊行された月樵の『不形画藪』の花木にみる写生的な表現とも異なっ
ており、それ以前に成立した『続姑射文庫』の表現に意図的に近づけたものと思われる。
　月樵は、名古屋に来る以前より名古屋の俳人と間接的に交流を持っていた。蕪村（1716 〜
1783）の安永末期の作と推測される漁夫の図に暁台が加賛したものを中心として、天命期の複数の
俳人や歌人、文人、画家が加筆して大幅となった享和 3（1803）年の柿衛文庫蔵≪蕪村ほか諸名家
合作図≫の中にも月樵の画が含まれており 20、蕪村の弟子であった呉春（月渓）に学んだ月樵は蕪
村と親交のあった暁台のテリトリーの周辺にあったといえる。そのことは『続姑射文庫』の担当絵
師の選定や、蕉風俳諧の復興に努めた暁台とその高弟であった士朗、その弟子である自身の系譜を
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表１　『艸名集』の各丁の草花の名称と筆者
巻 丁オ／ウ 筆者 巻 丁オ／ウ 筆者
秋之部 1丁オ～2丁ウ ― 夏之部 14丁オ 玉僊
3丁オ 玉琴 14丁ウ 玉僊
15丁オ 墨仙／大寉
3丁ウ 玉琴
4丁オ 松臺 15丁ウ 大寉
4丁ウ 墨僊／墨僊 16丁オ 玉僊
5丁オ 大路 16丁ウ 玉僊
5丁ウ 大路 17丁オ 葵園
6丁オ 秋圃／秋圃 17丁ウ 葵園
6丁ウ 秋圃／秋圃
7丁オ 女子冝公／大鶴 18丁オ 玉琴
18丁ウ 菊泉
19丁オ 大寉
19丁ウ 秀眞
20丁オ 大寉
7丁ウ 大路／大路 20丁ウ 芝石
8丁オ 菊泉 21丁オ 大路／大路
8丁ウ 大路／大路
21丁ウ 大路
9丁オ 大鶴／大路 22丁オ 菊泉
9丁ウ 大路／大路 22丁ウ 菊泉
23丁オ 雪潭
10丁オ 玉琴／玉琴 23丁ウ 水谷氏
24丁オ 日光山下普記
24丁ウ 玉僊
10丁ウ 玉琴 25丁オ 大路
11丁オ 大路
11丁ウ 大路／弓影 25丁ウ 大路
26丁オ 玉鳳
12丁オ 秋圃 26丁ウ 秀眞
27丁オ 大路
27丁ウ 大路
12丁ウ 秋圃／秋圃 28丁オ 大路
13丁オ 秋圃／大路 28丁ウ 墨仙
29丁オ 墨仙
13丁ウ 大鶴／大鶴 29丁ウ 墨仙
14丁オ 大路／大路 30丁オ 大路
14丁ウ 大路／大路 30丁ウ 水谷氏
15丁オ 大鶴／大鶴 31丁オ 梅逸
15丁ウ 翠岳 31丁ウ 玉僊
16丁オ 大路／大路 32丁オ 大路
32丁ウ 大路
16丁ウ 大路 33丁オ 菊泉
33丁ウ 秀眞
34丁オ 葵園
17丁オ 大鶴／月樵 34丁ウ 翠岳
35丁オ 玉鳳
35丁ウ 玉鳳
17丁ウ 秋圃／孔南 36丁オ 弓影
36丁ウ 弓影
18丁オ 大路／大路 37丁オ 菊泉
18丁ウ 大路／大路 37丁ウ 秀眞
19丁オ 玉僊 38丁オ 水谷氏
19丁ウ 大路
20丁オ 玉鳳／菊泉 38丁ウ 水谷氏
20丁ウ 玉鳳／玉鳳 39丁オ 大路
21丁オ 大鶴 39丁ウ 梅逸
21丁ウ 玉琴 40丁オ 大路
40丁ウ 玉琴
41丁オ 玉鳳
22丁オ 41丁ウ 葵園／玉鳳
22丁ウ 玉琴 春冬之部 1丁オ～2丁ウ ―
23丁オ 秋圃 （春） 3丁オ 玉鳳
23丁ウ 墨僊 3丁ウ
24丁オ 墨僊 4丁オ 玉鳳
4丁ウ 芝石
24丁ウ 墨僊 5丁オ 大路／水谷氏
5丁ウ 玉鳳
25丁オ 秋圃 6丁オ 玉鳳／玉鳳／大路
25丁ウ 秋圃
26丁オ 大路／翠岳
26丁ウ 大鶴／弓影 6丁ウ
27丁オ 墨僊 7丁オ 玉鳳
7丁ウ 玉僊／玉鳳
27丁ウ 墨僊 8丁オ 花溪
8丁ウ 花溪
9丁オ 玉僊
28丁オ 9丁ウ 玉鳳
28丁ウ 墨僊 10丁オ 玉琴
29丁オ 墨僊 10丁ウ 大路／大路
11丁オ 大路
29丁ウ 墨僊 11丁ウ 玉鳳
12丁オ 梅逸
30丁オ 墨僊 12丁ウ
30丁ウ 墨僊 13丁オ 玉鳳
31丁オ 大路／大路 13丁ウ 菊泉
14丁オ 玉鳳／玉鳳／玉鳳
31丁ウ 大路／大路 14丁ウ 玉琴
32丁オ 玉鳳 15丁オ 花溪
32丁ウ 大鶴／秋圃 15丁ウ
33丁オ よし　あし　二所にして一所なり　全く雌雄といふ説はろし 秋圃 16丁オ 黄花／黄花／黄花
33丁ウ 秋圃／秋圃
34丁オ 弓影 16丁ウ 黄花
34丁ウ 秋圃／秋圃 17丁オ 芝石
17丁ウ 玉鳳
18丁オ 芝石／仙果
35丁オ 大路／大路 18丁ウ 墨樵
35丁ウ 大路／大路 19丁オ 玉僊／黄花
36丁オ 大路 19丁ウ 仙果
36丁ウ 月樵 20丁オ 弓影
夏之部 1丁オ～3丁オ 月樵 20丁ウ 墨樵
3丁ウ 臥雪 21丁オ 玉僊
4丁オ 21丁ウ
4丁ウ 22丁オ 墨僊
5丁オ イセ東籬 22丁ウ 大路
5丁ウ 玉鳳 23丁オ 黄花
6丁オ 秀眞 23丁ウ 菊泉
6丁ウ 玉鳳 24丁オ 玉鳳
7丁オ 芝石 24丁ウ
7丁ウ
8丁オ 大路 25丁オ 玉鳳
8丁ウ 大路 25丁ウ
9丁オ 春冬之部 26丁オ 玉僊
9丁ウ 大路 （冬） 26丁ウ
10丁オ 玉鳳 27丁オ 花溪
10丁ウ イセ東籬 27丁ウ 花溪
11丁オ 大寉／大寉 28丁オ 仙果
28丁ウ 仙果
11丁ウ 大寉／大寉 29丁オ 少年貞吉
12丁オ 大路 29丁ウ 玉鳳
12丁ウ 大路 30丁オ 月樵
13丁オ 大路 30丁ウ 月樵
13丁ウ 大寉
〔備考〕
（１）「草花の名称その他」には本文中の草花の名称や性質に関する記載を、「筆者」には「目録」及び「筆者目録」の内容を反映した。 （４）一部、意味が判読できない文章が含まれる。
（２）本文中の確認ができなかった文字は□とした。 （５）「目録」及び「筆者目録」内の以下の植物は本文のどの植物か不明だったため、本表の「筆者」の項目に含まなかった。
（３）植物名の確認には、牧野富太郎著『改訂増補牧野新日本植物圖鑑』（北隆館、1989年）他を参照した。 　　　 蓼（秋圃）、ツリカ子艸（玉琴）、ヒトツバ（大路）、ヲトリ屮（大路）、セキコク（菊泉）、トウ井（菊泉）
イワフキ　石藤　草フチ
冬牡丹　八月ヨリ葉出十月ヨリ花咲臘寒獝花アリ
シラニ　紫蘭　白及　花ノ白キヲ白及ト云
大根
天南星　テンナンサウ　舞鶴艸　雪持艸　ムサシアフミ
石蕗花　ツハノハト　ツハフキトモ
ヲカトラノヲ　珍珠菜　キジノヲ　□児尾　トラノヲ　虎尾草
寒菊　花大イナルハマレナリ
菖蒲　セウフ刈　セウフ湯　セウフ酒　セウフ売　長キ根　斬アヤメ
フキコモリ　／　蓬　ヨモキフク　芨　伊吹モクサ　モクサ取
葱
石菖　／　蒲ノ穂　姫蒲　水燭
力草
ヲトリサウ　川續斷
枯尾花
シャカ　著莪　蝴蝶草
枯尾花（句のみ）
玉巻芭蕉　ハセヲノハナ
水僊花
ケシノハナ（句のみ）
藤　フチナミ　フチカツラ　フチツル　サカリフチ　フチコフ　フチ
ノマル　フチツナ　フチタナ
真蓼　靑タテ　紫蓼　アカタテ　イヌタテ　水蓼
地衣花（見開き）
（枯芦）※記載なし
地衣花　コケノハナ　苔ムス
（枯芦）（句のみ）
蕪　カフラ引　カフラ畑
カキツバタ　燕子花　カホヨハナ
仙臺萩
美人草　麗春花　／　ケシノハナ　矍子　ケシ坊主　白ケシ
藤（24丁ウの前）
牡丹（句のみ）
苗代（21丁オの続き）
紫羅蘭　鳶尾　花一八
薊　鬼莇　眉作花
シャクヤク　芍藥　花宰相　ヱヒスクサ　ヱヒスクスリ
耬斗菜　オタマキ
仙人掌草　サチラサツホウ　サボテン
春蘭　ホクリ
序（五道）
化偸草　エヒ子
牡丹
金鳳花
牡丹（見開き）
苗代
ハナアヤメ　花菖蒲　白アヤメ
胡葱　アサツキ
薏苡仁　スヽタマ　川穀米　／　紅落藜　アカサ　藜　
九輪草　／　金仙花
荵草　シノフクサ　垣衣　／　列當　オモヒ屮　思草　キセルクサ
虎杖　イタトリ　サヰタツマトモ
蒡翁菜　牛蒡引　ゴボウホル　／　惡實　ゴボウノミ
蘒ノ芽　／　芦ノ芽　角クム芦
新セウカ　薑ホル　／　花茗荷　メウカ子　〔新吾鐫〕　
韮　ニラ　／　蒜　ニンニク　／　野蒜　ノヒル　／　藠子　ラツキ
ヨ　キヤウシヤヒルトモ
小菜　カイワリ　ツマミナ　間引菜
我亦香　ワレモカウ　地楡　チユハ　タンコイタヽキ　コレニモ我亦香
ノ名ハアレトわれもかう本にあらハしてうつしきく草の匂ひもなひくか
るかやトアルニテ考見レハチユヲ吾亦母香トハ言カタシ
花鬘草　ケマンサウ
櫻草
ケヽハナ　五形　ケンケ花　俗ニ蓮花草ト云
鬼燈　〔新吾鐫〕
ツクツクシ　天花菜　土ノ筆　筆ツ花
冬瓜　／　葛ノ根堀　クツカツラ　眞クツ　クツノハナ
菜ノ花
菜ノ花（句のみ）
芭蕉　〔新吾鐫〕 草麥
狗尾草　ヱノコクサ　エノコロ屮　オロヽ屮　／　狼牙草　竜牙草　金
剛屮　馬棘　コマツナキ　又云支繭
大根花
慈姑　／　獨活　／　山葵
水引草 菫（句のみ）
蕨　早蕨　蕨手
鶏頭花　〔新吾鐫〕 蒲公英　一名ツヽミクサトモ云
蕎麦　花そは　実そは　そは苅　新そは　そはハ生立早きものにて蒔付
るより苅入まて期一季なり
スキナ　杦菜　／　トコロ　薢
ツハナ　茅花
益母草　メハジキ　／　辨慶艸　〔新吾鐫〕
蕗ノ薹　フキノタウ
ミツハセリ　三葉芹　／　ヨメナ　嫁菜
菊　野きく　菊造り　菊の日　菊酒　菊の香　きく角力　きせわた　菊
の灯　けふの菊　しら菊　蔦菊　□□きく　菊合　千日きく　残菊　き
くはちらす花といふへからずうつろふ也
筆草
丁子草
菊　キクノワカハキクノ根分
菊（句のみ）
稲の花　稲の穂　いね　筵　いね苅　早稲　室の早ワせ　稲孕　毛見
中稲　晩稲　八束ほ　ひつちほ　苅ほ　おしね　苅して　〔新吾鐫〕
大豆　小豆　大角豆　隠元まめ　千石豆　畔豆　楚豆　刀豆　空豆　燕
まめ　ぶん豆引　豆引　鶉豆　〔新吾鐫〕
ヤマフキ　茶蘼花　白山吹　オモカケ草
スミレ　菫　壺菫　草ノ形墨斗ニ似タレハ和訓墨入ノ略カ
藍ハ葉丸ク花ツヨク蓼ハ葉木ツク少長ク花和カ也 ワカナ　若菜　菜ニ□ルコトナシ春ノ初テノ菜ヲサシテ云　若松ト云
如シ　／　ウクイスナ　鶯菜　コレモカワルコトナシヲツクトウタツ
菜ヲ云ナリ　スヽナ　鈴菜　スヽシロコレホモ常ノ菜大根ナリ
荻ハ一モト芒ニヒトシク濱荻ハ芦ノコトシ水辺ニ生ス別蘆荻也
麝香草　シヤカウソウ　／　白粉花　オシロイ　火炭母艸
蔓紫　花ムラサキ　／　不老草　フチハカマ 若菜（句のみ）
露草　月艸　靑花　百草も□日の恵みを待てひらく習ひなるを此草ハ月
影を待て咲故にこの名アリとそ　〔新吾鐫〕
芹
ナツナ　薺
萩　糸萩　白萩　もとあらの萩　□草　さゝれ萩　しかな草　古枝草
野守艸　月見草　したれ萩　萩の実　萩の戸ハ雲上のさたナリ
コキヤウ　鼠麹草　母子草トモ　／　ハコヘラ　蘩縷
ホトケノサ　佛座　カワラケトモ　漢名　鶏膓草也
ハスノミ　飛トモヌケルトモ含トシテモ秋ナリ 序（松林鳳臺）
カルカヤ　雀麥 福壽草　元日艸
黄蜀葵　サルコマ　トロヽノ花　ノヘシ 福壽草　元日艸（句のみ）
芒　スヽキ　薄　ハナスヽキ　鬼芒　しま芒　篠芒　萩芒　糸芒　一も
と芒　尾花　芒の穂　芒ちる　穂家　十寸種のすゝき　麻苧穂の芒　真
蘇苧の糸　たかの羽すゝき
カヤツリクサ　莎草　シヤサウ
夏キク
靑田　早苗　田ウヱ　田草
芒（見開き） ウキクサ　オモタカ
艸茘子　ツルレイシ　／　千日紅 タママククツ　玉巻葛
稗キル　ヒヱカル　／　トウノキヒ　コウライ　高麗黍　モロコシ ウツホクサ　夏枯草　カンタンノ枕　俗ニスイハナト云
つゝら　蔦かつら　蔦紅葉　つたの霜　 ノウゼンクハ　凌霄花　ノウゼンカツラ
檀特草　／　万年靑　老母草　オモトノミ 瓜ノ花　キウリ　アサウリ　白ウリ　ヒメウリ　真桑瓜　キンマクハ　
苦参　クラヽ　クサエンジユ　 スヘリヒユ　馬莧　白莧ハヒヤウナ也　赤ヒユ　紫ヒユ　紬莧ハイヌ
ヒユ也粟　餅黍　かるともきるとも引とも　／　ウコン　欝金
鳥頭　カフトサウ　附子　トリカフト　ヤマトリカフト　／　菱角　蔆
實　芰實　水栗　沙角
藻ノ花　ウキモ　ヨリモ　モカリ　川藻
ヒシノハナ　芰花
鳳仙花　仙翁花　　〔新吾鐫〕 夕貌花
白コマ　黒胡麻　／　弟切草　藥師艸　此屮鷹ノ病ヒヲ給シ疵ヲイヤス
妙ヤク也コノコトフカクヒシテ家トクトスル人ノ弟他ニモラス兄怒テ弟
ヲコロス是ヨリ云弟切屮
イチコ　覆盆子　蛇イチコ　トツクリイチコ　草イチコ
ハスノハナ　蓮花　ハスノマキハ　同ウキ葉　ハスノハヰ
ヒルカホ　旋花　チヨク花
旋覆花　滴漏花　ヲクルマ　キツ子ノタハコ　／　龍譫　リントウ　ヱ
ヤミ屮　クタニ　サヽリントウ　リウタンヲリントウフコトアリタルナ
リ全ク和名ニアラス
青芒
ハナカツミ　菰ハキ　カツミ草
カハホネ　 萍蓬草
新綿　ワタフク　綿ヱム　ワタノ桃　木ワタ取 アサ　麻
靑芽　カリヤス　／　トウヤク　センブリ　樟牙菜ナリ　胡黄連トスル
ハ非ナリ
トケイソウ　時計草　玉蘂花
ビオウヤナキ　未央桺
野甜菜　オヽハコクサ　車前子　／　白木　アカヲケラ　シロヲケラ 荊ノ花　ツル荊
子規艸　ホトトキス　油點草　／　茴香實　ウイキヨウ　クレノオモ ニントウケ　忍冬花　金銀花　スヰカツラ
五味子　ヒナン艸　サ子カツラ　マツフサ　／　縷紅　ルカウ　蔦蘿 ワタノハナ　綿ノ花
玉瓜　カラスウリ　／　翁花　オウケハ白キ花ナルニ伊賀ノ云ニテハ赤
キハナサリヨリテ紅梅草トヨフ
箒木　地膚　ハヽキヽ
アオトウカラシ　靑番椒
通草　アケヒ　／　観音草　クハンオンサウ　キチシヨウ屮 キクラケ　木耳
クサヒラ　キノコ　枩タケ　椎茸　ヘニタケ　椋タケ　栗タケ　鼡タケ
初茸　石タケ　草タケ　榎タケ　平茸　蛇タケ　猪茸　枩露　針タケ
天狗タケ　茸狩　キノコ取　シメジ　青ハチ
ヒアフキ　秋蝴蝶　カラス扇　射干　
モジスリサウ　文字摺草　子ジハナ
カラスムキ　茶ヒキ艸
萓刈　茅萓　木賊刈ハ名月ヨシトソ チサノトウ　苣ノ薹
白英　ホロシ　ヒヨトリ上戸　雪下紅　蜀半泉　／　曼珠沙花　マンシ
ユサケ　石蒜　シタマカリ　シヒトハナ
ヘニノハナ　紅ノ花　スヘツムハナ
ガンヒ　前夏羅　眼皮草
蔓芋　零余子　ヌカコ　薯蕷子　イモカシラ　唐イモ　栗イモ　ツク子
芋　毛イモ　長イモ　何首鳥　小イモ　根イモ　青芋　ヱグイモ　螺芋
蓮芋　山ノイモ　里芋　イモホル　〔新吾鐫〕
シモツケ草　クサシモツケ
サヽケ　豇豆
マコモ　眞菰　コモ苅　チマキ艸
秋海棠　子ツレルハナ アチサヰ　露八仙　紫陽花トカクハ不佳ト云トモ今世に用ルコトニナ
リス
紫蘇　香蘓　シソノミ　／　荏實　エコマ 藺花　藺田刈　唐藺　燈心草　ユクサ　ツクモ
桔梗　䓀莄　ヒトヘクサ　キチコウ　和名抄　阿里乃此布水　／　澤キ
キヤウ　山梗莱
靑鬼燈　ホウツキノ花
トクタメ　蒩菜　シウヤク
サキサウ　鷺艸
紫苑　シヲニ　反魂艸　鬼ノシコ艸 シュンサイ　蓴菜　□□草　ヌナワトリ　／　ミルフサ　水菘房　海
枩苅　浮海枩
蕃椒　トウカラシ　ナンハン　天井守リ
蜀黍　トウキヒ　モロコシ　／　モチ黍　ウル稷　シロ芑　クロ秬　ア
カ麻黍 キレミノハナ　羊蹄花　馬クハス　蛙ノ気附　和大黄
ヘチマ　糸瓜　／　南瓜　ボウフラ　カホチヤ
鶉草　ウツラクサ　／　水カケ草　ミツムケクサ　宿魂草　鼠尾艸　ミ
ソハキ　此草ヨク渇ヲ止ル効能アリユヱニ水カケクサト云テ水ムケニ用
ル也。宿魂ノ文字ヨクカナヘリ又毒鼠ニクハレタル人九死ニ至ルニコノ
クサヲ以一生ヲ得ルノ妙術アリ。鼠尾ノ文字コノコトニカナヘリ。調合
用カタ口傳アリ。
スイモノクサ　酢漿艸　カタハミクサ　エイサンカタハミ
フウラニ　風蘭
虎耳草　葉ノ形ヲ以号　雪ノ下　花ノ白キヲ云
ナスノ花　初茄子　長ナスヒ　キンナスヒ
ニチリンサウ　日輪草　ヒマワリ　ヒクルマ
珊瑚珠茄子　ハマナスヒ　蕃柿　サンコナス　／　佛甲草　イワレンケ
花烟艸　若タハコ　新タハコ 麥秋　麥苅　小麥　紫麥　麥ノ髭　新麦　茶ヒキ草　年コモクサ　
青瓢　種瓢　長瓢　千ナリ　百ナリ　／　西瓜 百合花　車ユリ　サユリ　山ユリ　ヒメユリ　カノコユリ　鬼ユリ
黒ユリ
灸花 フキノ葉　款冬
蘭藤はかま一物といふ悦くあれとも別種有
葉鶏頭　鳫来紅　カマツカノ花　〔新吾鐫〕 クハンサウ　萱草　ワスレクサ　無夏艸
ヲトコヘシ　荼花　／　女郎花 キホウシ　紫萼　トウキホウシ　唐玉簪　スヂギボウシ
草花の名称その他 草花の名称その他
序（大蘇） アフヒ　葵カツラ　花葵　立アフヒ　錢葵　水アフヒ　カラアフヒ　
アサカホ　牽牛子　蕣（シユン）ヲ朝顔（アサカホ）トヨムハアヤマリ
也。蕣ハ木也ト本草ノ注ニモミヱタリ
風車　鐵仙蓮　一種也
ナテシコ　瞿麥　トコナツ　絡陽花　カハラナテシコ　ヤマナテシコ
／　セキチク　績竹ナテシコノ一種
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強く意識していたものと思われる塊翁に影響を与えた可能性は大きい。
　冬牡丹図以外の、秋之部 36 丁ウの仙人掌草の図なども簡潔ながら生き生きとした生命力と立体感
が表現されている。以上の点から、「筆者目録」が記載するところの月樵の図は月樵が担当したとし
て相違ないと思われる。また、寺島徹氏は、白鷗の序、塊翁の跋を持つ文政期の点帖（題簽「しのゝめ」、
半紙本）の最後に執事の識語として景品についての覚え書きがあり、「亀堂、士精の二子は遠いため、
重い景品をおくることができず、「月樵画扇」などを引き替えて贈る旨が書き留められ」ていること
を紹介されており 21、文政期に月樵と塊翁の間に交流があったことの一つの証左となる。このことは、
『艸名集』の「筆者目録」全体の信憑性を高めるものである。
　牧墨僊（1775 〜 1824）は尾張藩士で、江戸で喜多川歌麿に入門した後、名を墨僊と改め、葛飾
北斎の門人となった絵師である。文化 11（1814）年に尾陽書林永楽屋東四郎から初編が刊行され
た『北斎漫画』の版下絵は同 9 年に北斎が名古屋に半年間滞在した際に逗留した墨僊宅で描かれた
ことが初編の半洲散人の序文に記されており、同じく初編の奥付には「尾陽名古屋　校　門人　北
亭墨僊」と記されている 22。「筆者目録」によると、秋之部 12 図、夏之部 4 図、春冬之部 1 図の計
17 図を担当している。巻によって担当図の数に偏りがあるのは墨僊が同 7 年に没したためと思われ、
『艸名集』の図が時間をかけて徐々に集められたことを示唆している。
　秋之部 29 丁ウの豆類の図は、螺旋状にきつく巻かれた蔓先の表現が『北斎漫画』三編 28 丁オの
浅瓜や瓢箪の蔓先とよく似通っている【図５，６】。天命期に活躍した狂歌師の狂歌に歌麿が虫と植
物の図を寄せた『画本虫撰』の蟷螂の図にみる豆の丸々とした実やその実を包む皮、そこに生える
産毛などの描写が自然で過剰なところがないのに対し、『艸名集』の豆類の図はより明快かつ装飾的
であり北斎の影響下の図と思われる。
　服部直子氏は、墨僊が文化 9（1812）年頃に塊翁に入門したか、もしくは、絵師として招かれた
可能性を指摘している 23。中でも、同 10 年を中心に塊翁らの句を所載した俳書を多数自費出版して
いた名古屋枇杷島の豪商梅樹軒加藤逸人（1774 〜 1829）の俳書『四季三番叟』の塊翁の句に添え
た「かみなり」の挿絵や、神谷浩氏が紹介する名古屋市博物館収蔵の牧家伝来資料 129 点のうち墨
僊の挿絵に塊翁らの句を添えた同 9 年の≪行灯図≫や≪白象図≫、門人に配布した塊翁自画の摺物
が墨僊の手許に残ったと推測される同 14 年の≪二童子掲額図≫は、この頃墨僊と塊翁の交流が一気
に高まったことを示している 24。
　梅逸とされる図は夏之部に 2 図、春冬之部に 1 図ある。名古屋の天道町の彫刻師の父のもとに生
まれた山本梅逸（1783 〜 1856）は、月樵に師事したのち、神谷天遊（1710 〜 1801）の下で中
林竹洞（1778 〜 1853）とともに明・清画を学び、安政元（1855）年に京より帰郷し、名古屋藩
御絵師格に取り立てられたという 25。輪郭線を用いない付立て技法で描かれている点が梅逸の花鳥
図の画風を想起させる。特に春冬之部 12 丁オの菫の図は、葉の形態や根の髭まで草花の特徴を詳細
かつ的確に描き出しており、文政元（1818）年の≪墨花図巻≫にみる蒲公英の厳格な描写と通ずる
ところがある【図７】。20 歳代前半まで使用した春園の号で梅図を寄せた≪松竹梅鶴図并寄書≫に
は士朗らも句を寄せており 26、梅逸もまた早くより名古屋俳壇と関わっていたことをうかがわせる。
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　また、拙稿では人物の確認に至らなかったものの 27、秋之部 34 図、夏之部 19 図、春冬之部 6 図
を担当したとされる大路の図は、図によって表現や内容の密度に差があるものの草花の特徴を極め
て正確に写した図が含まれる点が興味深い。夏之部 32 丁オの時計草の図は、その複雑な姿態の特
徴をよく捉えた図である【図８、９】28。長針、短針、秒針のように 3 つに分裂した蕊やその下の 5
つに分かれる蕊、花芽を付けて伸びる蔓や巻ひげなど繊細かつ丹念な描写を持つ。一部、5 枚ずつ
の花弁とガクの部分と葉との境界に錯綜があり両者の黄色と緑色が混ざり合うように表されている
ものの 29、2 列に並ぶ多数の糸状の副花冠や葉の色分けなど、少ない色数で高い再現性を示している。
同 21 丁オの蓴菜（ジュンサイ）と水菘房（ミルフサ）の図もまた、蓴菜の楕円形楯形の葉や水松の
二股に分岐しながら伸びる円柱状の枝など、その特徴を詳細に描き出すとともに、一葉ごとに向き
を変える葉や分岐する幹の複雑な重なりなどが自然で、客観的な目で植物の形状を正確に写し取ろ
うとした痕跡が認められる【図 10】。
　特徴をよく理解できていないと描くことができなかったであろうこれらの図の淵源には、特徴を
正しく明確に伝える何等かの絵図資料があったと思われる。これらの図は、恣意的なものを一切排
除して草花の特徴を極めて忠実に淡々と再現しようとする一方、眼前の草花を写生した生々しい像
とは異なる特有の硬さが感じられる。例えば時計草の 5 葉に手を広げたような形の葉やガクの合わ
せが中央に合わせられた蕾など形や角度が画一的で、像を写し取る者が理解できる範囲の情報を取
捨選択し単純化した結果であろう。
　その淵源は本草書の類と思われる。大路が担当した夏之部 8 丁オの真蓼の図は、柳に似た披針形
の葉のみならず水中から引き抜いた根をも描く図である 30。同じく水生植物である蓴菜の本来水の
下に隠れている葉より下の部分や真蓼の土中に埋まっている部分すら全てを暴き出そうとする態度
は、これらの図を採択した書の目的が単なる鑑賞体験を越えた博物学的な色彩を帯びていたことと
関係するであろう 31。春冬之部の松林鳳臺の序には、『艸名集』の図が草花の形状を詳しく描写し、
絵空事ではなく「物学びの手つき」で描いている点を称賛する内容があり 32、この「物学び」が示
す正確なところは判然としないものの、本書の本草書的な性格を指す可能性がある。
　その他、森玉僊（高雅）（1791 〜 1864）や澤井翠岳など月樵や梅逸とともに書画会引札などに
も現れる絵師や 33、旭亭玉鳳、水谷菊泉、高橋仙果、安藤玉琴、舎人葵園（1780 〜 1848）ら玉僊
らに連なる絵師 34 が含まれる。さらに塊翁ら絵を専門的に学んでいない俳人が筆者として登場する。
玉琴が担当したとされる秋之部 3 丁ウの影を切り抜いたように平面的な蘭の図は明らかに中国画学
書『芥子園画伝』の「蘭譜」を引くものである【図 11】35。同じく玉琴の秋之部 10 丁オの芋の図
や玉鳳の秋之部 20 丁ウの稗と高麗黍の図は、『北斎漫画』三編の 27 丁ウの芋や蜀黍の図を参照し
たものと思われる【図 12 〜 15】。『艸名集』の草花の図は、一つの構想の下集積された様々な様式
や表現の図が混在することろに特徴がある。繰るごとに異なる表情をみせるそれらは、文政期の名
古屋画壇の様相と、彼らと俳壇との深い関係性について切り取っているといえる。
　なお、18 図を担当したとされる「秋圃」が文化 2（1805）年に大阪から筑前へ移り秋月藩のお
抱え絵師となった斎藤秋圃であるかという問題については、限られた時間の中で斎藤秋圃画の確認
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に至らなかった。ただし、尾張地方の俳人を相撲の番付に見立てた≪細評俳諧名録≫の柱内に「秋甫」
の名がみえ 36、また文政 4（1821）年 4 月の「名古屋大寉菴塊翁評」の点帖（豊橋市中央図書館所蔵）
に添削を受けた「秋甫」の句が含まれているとの指摘があり 37、『俳諧人名辞典』にその名は確認さ
れないものの 38、尾張地方周辺に「秋甫」なる俳号を使用した人物がいた可能性もある。
４．『艸名集』の広がり
　『艸名集』の本文第 1 頁目となる秋之部 3 丁オの牽午子（アサアオ）の項には、「蕣（シュン）ヲ
牽午子（アサカホ）トヨムハアヤマリ也。蕣ハ木ナリ。本草ノ注ニモミエタリ」との記述がある。
本文中「本草」の語が記載されるのはここだけであるものの、『艸名集』は文字情報の作成について
も本草書を参考にしたことを示唆している。同 16 丁ウの弟切草の項目にみる「鷹の病を癒す妙薬と
なる草の秘密を弟が他人に漏らしてしまったことに腹を立てた兄が弟を殺した」ことを名の由来と
する話と似通った説話が正徳 2（1712）年に寺内良安が刊行した百科事典『和漢三才図会』に見い
だせる 39。同 27 丁ウの菊の項目にはその菊花にまつわる風俗や風習、行為などから派生した語が載
せられており、本草書などと照らしながらあてたと思われる記述が本書を性格づける大きな要素と
なっている。
　塊翁の私家版である『艸名集』の出版を板元として補助したと考えられる菱屋久兵衛の活動は、
寛政 6（1794）年に尾州藩への開版の勅願が許可され尾州の書林仲間を形成される以前の、宝暦年
間（1751 〜 1764）から確認されるという 40。文化元（1794）年刊行の葛飾北斎筆『伝神開手北
斎画鏡』や、文政元（1818）年刊行の「東都画工　葛飾北斎」筆、「尾陽名古屋　門人　月光亭墨
仙　戴璪　北鷹　月齋哥政」校合の『北斎画鏡』、東海道木曽街道を紀行した士朗の発句集などを出
版しており、北斎や墨僊、名古屋俳壇と深い交流のある本屋であったといえる。
　また、奥付に彫工の名は刻まれていないものの、秋之部の 11 枚の板木の匡郭外に「新吾鐫」の文
字が彫られており、彫師が自身の名を刻んだものと思われる【表１】。時代は下るが尾張の植物学者
伊藤圭介（1803 〜 1901）が彫師に対し板木の一部の「ほりかへ」を細やかに指示する文久 2（1862）
年の書翰が思い出される 41。一部の板木のみに名が刻まれているのは、それらへの自負の可能性が
ある。例えば、墨僊の豆類の図は、巻ひげや棘など細く近接した線を的確に表し、点線や白抜きし
た豆の膨らみなど巧みな技術をみせる【図５】。同じく墨僊による 30 丁ウの芭蕉の図では、一転勢
いのある筆の筆致を生かした描写を正確に再現している。新吾の名は『名古屋市史』や『愛知県史』
に見出すことはできないものの 42、『艸名集』は多くの人たちの手を寄せ集めるようにして塊翁が時
間をかけながら撰したものであるといえる。半丁の中に複数の絵師の図が混在する点も、時間をか
けて図を集め句を合わせた所以であろう。
　『艸名集』は、その性格ゆえに、成立後も意義を拡大し続けた不思議な魅力を持つ書であった。草
花の句題を詠んだ古今の俳諧の図鑑であっただけでなく、句題とその異名、特徴的な草花図の図鑑で
もあった。蕪村が極限まで高めた俳諧と画の境地が一致する俳画の情趣性に満ちた世界観から距離
を取り、草花のよりリアリティを持った図とそれに因んだ複数の句との全体で以って草花の句題と
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しての可能性を提示する書であったといえる。美濃屋伊六が刊行した歌川豊国筆『豊国年玉筆』の
巻末出版目録には、『三體画譜』や『英筆百画』など 7 種の画譜とともに『艸名集』三冊が紹介され
ており 43、「名家画譜」としての一面に重きを置いた販売が試みられたことを示唆している。
　また、膨大な江戸時代の絵本を整理して『絵本年表』などを著した国文学者で漢学者、書誌学者
であった漆山又四郎氏（1873 〜 1948）は、自身の蔵書をまとめた『漆山天童蔵書目録』で自身が
所蔵する『艸名集』三冊を「随筆索引」内の「本草　博物　雑」の分類項目に配しており、俳書で
ある以上に本草学的な視点から本書に興味を抱いていたことを示している 44。実際に、昭和 7（1932）
年に『艸名集』の草花を五十音順に並べ替えた『艸名集索引』（早稲田大学附属図書館所蔵）を著し、
谷素外編、北尾重政画で草花図と俳諧を組み合わせた安永 10（1781）年刊行の『俳諧名知折』や『實
用植物図説』などの草木と比較検討している 45。それは、塊翁が春冬之部の刊記の最後に添えた「草
の名に埋もれたる種ゝをいさゝかこゝに植つ」46 という目的以上に柔軟な性質を『艸名集』が持っ
ていたために起こった解釈の拡大と思われる。
５．おわりに
　江戸時代後期に名古屋で生まれた『艸名集』の出版経緯を改めて整理し、初刷に近い大鶴菴藏版
にみる「筆者目録」を頼りにごく一部の図と筆者との検討を試みた。その結果、『艸名集』には、文
政期の名古屋の画壇の中心にいた複数の絵師が流派を越えて関わっていた可能性があり、特に月樵
画は『続姑射文庫』に連なるものとして重視されたものと思われる。またそこには、本草書に由来
するような図の採取も行われていたものと推測される。残された図と筆者の検討が今後の課題であ
るものの、『艸名集』は、文政期の塊翁を中心とする尾張俳壇の周辺で活躍した絵師たちを検討材料
になり得る史料であり、また絵師たちの基準作を提示する可能性のあるものとの結論を得た。
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う「あさかほはたゝあさかほそこのもしき」の句が添えられている。これらは、伊藤氏、狩野氏、加藤氏のご教授による。
8  原本にあたったのは名古屋市鶴舞中央図書館所蔵本、愛知県図書館所蔵本、H 氏個人蔵本（秋之部と春冬之部のみ）、国立国会
図書館が所蔵する 2 組のうちの 1 組の一部で、公開データベースにて全頁を確認したのは早稲田大学附属図書館所蔵本（https://
www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/search.php?cndbn=%E8%89%B8%E5%90%8D%E9%9B%86&szlmt=30）（2020 年 1 月 24 日
現在）と国文学研究資料館の新日本古典籍総合データベースから愛知教育大学附属図書館所蔵本（https://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/100072465/viewer/1）（2020 年 1 月 24 日現在）である。また、国文学研究資料館の日本古典籍総合目録データベー
ス（https://base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/CsvSearch.cgi）（2020 年 1 月 24 日現在）と新日本古典籍総合データベース、国
立国会図書館の国立国会図書館サーチ（https://iss.ndl.go.jp/books?ar=4e1f&any=%E8%89%B8%E5%90%8D%E9%9B%86&op_
id=1）（2020 年 1 月 24 日現在）から各機関が所蔵する『艸名集』の書誌情報を参照した。
9  前掲註 5 漆山書。同書は、同氏の『日本木版插繪本年代順目錄』四冊と『同　音順目錄』二冊の自筆稿本の影印版を納めたも
のである。
10  前掲註 6 小林論文。
11  前掲註 8 のデータベース等参照。
12  橋口侯之介『和本入門』（『平凡社ライブラリー　千年生きる書物の世界』744）平凡社　2011 年　180 頁
13  橋口氏によると、奥付の人名・書店名が並んでいる場合、末行に代表者を書く習慣があるという（同前、188 頁）。拙稿でも
これに従った。
14  Ｈ氏個人蔵本秋之部にあり。
15  この早稲田大学本は、夏之部に「筆者目録」が含まれるのに対し、秋之部 27 丁と春冬之部 30 丁に落丁が確認される。
16  岸雅裕『尾張の書林と出版』（『日本書誌学体系　82』）青裳堂書店　1999 年　220 〜 224 頁。著述者不詳後の「同」は二書
前の『讀書正誤』の「安政四年官許」を示す。また、同氏は、成立事情等は不明ながら明治 3（1870）年の記録とされる『名
古屋書林蔵板目録』を紹介している（同書、396 〜 398 頁）。この「小牧丁／美濃屋伊六」の項目には「同断／一艸名集　三
巻／尾張諸俳人画」とあり、「同断」は「官許・安政四巳年名古屋菱屋久兵衛ゟ求板」を指すことから、安政 4 年に菱屋久兵衛
から美濃屋伊六へ板木の権利が移動した可能性がある。
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17  「筆者目録」が記載する草花の数を数えたもの。ただし、記載する植物が本文と同定できなかったものは外した。外したもの
のリストは【表 1】備考の通り。
18  名古屋市役所編纂『名古屋市史　学芸編』愛知県郷土資料刊行会　1979 年　363、364 頁、市古貞次編『国書人名辞典』岩
波書店　1996 年　277 頁
19  序文は文を寄せるだけでなく自筆で書いたものを贈るものであったが、諸家に頼んで書いてもらうことがあったという（前掲
註 12 書、114 頁）。
20  逸翁美術館、柿衛文庫編『没後 220 年　蕪村』思文閣出版　2003 年
21  寺島徹「化政期における大鶴庵塊翁の月並句合について―江戸後期尾張俳壇の月並句合（三）―」『金城学院大学論集　人文
科学編』第 15 巻第 2 号　金城学院大学　2019 年　196 頁
22  神谷浩氏は、『北斎漫画』初編の序文に「（前略）……今秋翁たまたま西遊して我府下に留まり、月光亭墨仙と一見相得て驩は
なはだし。頃亭中に於て品物三百餘図を写す。仙佛士女より初て、鳥獣草木にいたるまて、そなはらさることなく、筆はふい
て神なせり。……（中略）……題する漫画を以てせるハ、翁のミつからいへるなり。文化壬辰陽月尾府下　半洲散人題」とあ
ることを紹介される（同氏「北斎と名古屋―研究序章―　―牧墨僊収集版画帖の紹介を中心に―」『名古屋市博物館研究紀要』
第 18 巻　名古屋市博物館　1995 年　1、2 頁）。また、奥付については、新日本古典籍総合データベースが公開する静岡県立
中央図書館所蔵本を参照した（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100065855/viewer/31）（2020 年 1 月 24 日現在）。
23  塊翁への入門については、文化 9（1812）年に刊行された巫仙編、大鶴庵塊翁表題、加藤逸人出資かと目される俳書『冬嶺松』
（無刊記）に 2 句、翌年正月に刊行された大鶴庵塊翁・梅樹軒逸人編『桃櫻』（無刊記）に 1 句、墨僊の発句が入集しているこ
とをその根拠に挙げておられる（服部直子「牧墨僊の挿絵―俳書の世界」『浮世絵芸術』169 号　国際浮世絵学会　2015 年　
57 〜 59 頁）。
24  前掲註 22 論文　11、12、24 頁
25  名古屋市役所編纂『名古屋市史　人物篇 1，2』愛知県郷土資料刊行会　1980 年　385 〜 387 頁
26  名古屋市博物館編『南画家山本梅逸―華麗なる花鳥・山水の風雅―』（名古屋市博物館、1998 年）参照。
27  寺島氏は、岐阜県立図書館所蔵の白鷗序、塊翁跋の点帖（題簽「しのゝめ」、半紙本）の中に添削を受けた大路の句が収めら
れていることを紹介している（前掲註 21 論文　195 頁）。
28  草花の名称や部位、性状などは新村出編『広辞苑　第 6 版』（岩波書店　2008 年）を参照した。
29  本来、蕊の向こうに描かれていた花弁とガク、さらにその奥に描かれていた葉の葉脈とが、複雑な形の蕊と重なり合い、彫
の段階で図を正確に理解できなかったものと思われる。3 時の方角の花弁とガクの奥に少しだけ覗く黄色の部分は、おそらく
あたかも 10 枚の花弁であるかのようにみる時計草の本来 5 深裂する葉をガクに見立て辻褄を合わせようとしたものであろう。
等間隔に並ぶ花弁やガクの特徴を一目で理解できたであろう絵師の手より後に生じた錯綜と思われる。
30  秋之部「目録」によると「秋圃」が担当した図の中に「蓼」の記載があるが、秋之部に「蓼」の句題や図はみられない。当初
は秋にみられる薄桃色の蓼の花を句題として採用する計画であったか。
31  宝永 6（1709）年に本編を、正徳 5（1715）年に付録と諸品図を刊行した貝原益軒の『大和本草』の巻 1 の総論では明の李
時珍が諸本草書を集成・増補した『本草綱目』の分類について論じており、例として挙がる「蓼」や「水松」が古くより本草
学の対象であったことが分かる（国立国会図書館編『描かれた動物・植物　―江戸時代の博物誌―』（国立国会図書館　2005
年　24 頁）参照）。
32  春冬之部 2 丁オの「百くさ千種白露草形詳にわきまへ／画そらことの是節ならて天か下／の物学ひの手つきによられたるい／
さをしいともいともめてたし」とある部分に、句を編纂したことだけでなくきちんと形状を描写した図の描き方についても称
える言及がなされていることを、伊藤氏、狩野氏、加藤氏よりご教授いただいた。
33  前掲註 26 書　参照。
34  吉田俊英『尾張の絵画史研究』（清文堂　2008 年　49 頁）参照。
35  清代の康熙 18（1679）年に初集の山水樹石譜が、同 40（1701）年に 2 集の蘭竹梅菊譜と 3 集の草虫翎毛花卉譜が刊行され
た画学書で、元禄年間には日本に伝わっていたことが記録から確認される。和刻本が刊行されるなど広く流布し、江戸時代の
絵画界の基本資料となった。特に池大雅ら文人画家の間で重視された（佐々木承平、佐々木正子『文人画の鑑賞基礎知識』至
文堂　1998 年　231 頁）。
36  名古屋市博物館編『尾張の俳諧』　名古屋市博物館　2002 年　71 頁所載。柱の中央最上段には「塊翁」、大関に「名古屋　沙
鷗」、前頭に「大曾根　五道」、「同（＝ナコヤ）　鳳臺」など『艸名集』に句を掲載された俳人も複数登場する。
37  前掲註 21 論文　195 頁。
38  前掲註 3 書
39  新日本古典籍総合データベースが公開する国文学研究資料館所蔵本（https://kotenseki.nijl.ac.jp/app/l/#%2Fv%2Fsi%2F%7B
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%22keyword%22:%22%E5%BC%9F%E5%88%87%E8%8D%89%22,%22sortField%22:%22o.regsortimg%22,%22sortOrder%22:
%22asc%22,%22sz%22:20,%22fr%22:%221%22,%22time%22:%2220200128045632%22,%22romajiCheck%22:%22%22%7D）
（2020 年 1 月 24 日現在）参照。
40  前掲註 16 書　417 頁
41  愛知県史編さん委員会編『愛知県史　資料編　20　学芸　近世 6』愛知県　2012 年　848、849 頁
42  前掲註 25 書、同前。
43  前掲註 16 書　399 頁
44  早稲田大学附属図書館古典籍総合データベース（https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/i04/i04_03159_a035/index.
html）（2020 年 1 月 26 日現在）参照。
45  早稲田大学附属図書館古典籍総合データベース（https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/i04/i04_03159_a054/index.
html）（2020 年 1 月 26 日現在）参照。
46  前掲註 6 小林論文　435 頁
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図１『艸名集』秋之部「目録」　国立国会図書館
図２『艸名集』ウキクサ、オモタカ、夏之部
　　  「筆者目録」　国立国会図書館
図３『艸名集』冬牡丹　個人蔵
図４『続姑射文庫』牡丹　早稲田大学図書館
図 5『艸名集』豆類　個人蔵
図 6『北斎漫画』浅瓜
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図 7 図 8
図 10 図 11
図 12 図 13
図 9
図 14
図 15
図 7『艸名集』菫　個人蔵
図８『艸名集』時計草
名古屋市鶴舞中央図書館
図９『艸名集』時計草
名古屋市鶴舞中央図書館
図１０『艸名集』蓴菜、水菘房
名古屋市鶴舞中央図書館
図１１『艸名集』蘭　個人蔵
図１２『艸名集』芋　個人蔵
図１３『艸名集』稗、高麗黍　個人蔵
図１４『北斎漫画』芋
図１５『北斎漫画』蜀黍
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